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名前・学部・学科等  陳 競鳶・工学研究科・ファイバーアメニティ工学専攻・ 
研究情報の分類 □シーズ  □特許  ■新製品  □分析/解析  □調査 
研究分野の分類 4 
以下の１８項目から一つ選び番号を左欄に記入する。 
1.物理系 2.エネルギー系 3.化学系 4.バイオ系 5.環境系 6.海洋･宇宙系 7.交通系 
8.機械系 9.材料系 10.電子･電気系 11.情報系 12.建築･建設系 13.医学系  
14.健康･保険系 15.看護・福祉系 16.農業･林業系 17.水産･畜産系 18.その他    
重点研究分野への該当 □ ＩＴ ■ ナノ ■ バイオ □ 環境・エネルギー □ その他 
キーワード(5 個以内) 固相合成担体 単分散球状粒子 ポリスチレン 電気化学測定 コア/シェルラテックス
研究情報の名称 固相合成担体用単分散球状ラテックスの製造・加工 
概要：1984年度のノーベル化学賞を受けた R. B. Merrifield（米国）は固相合成によるペプチド合成を考案した。固相合成法では溶
媒に不溶で化学的に安定なポリスチレンやガラスビーズなどを固相担体として用い，目的分子の末端にあたるアミノ酸やヌクレオシ
ドを担体に結合させておきる．固相上での反応では，反応後，要らないものは洗って除去することができる。２１世紀、遺伝子診断
や、核酸医薬が始まった。しかし、核酸（オリゴヌクレオチド）の大量合成における良い固相担体が日本国内に無い。ここで、分子
生物学の基礎素材となる核酸合成用固相合成担体としてアミノ末端基を有するポリマーを被覆したポリスチレンラテックスの供給を
基盤ビジネスとして、高機能性材料の製造・加工を目的とする。 
また、ＤＮＡをラテックスの表面に固定することにより、ＤＮＡの蛍光分析と電気化学分析において、分 析
効率を著しく上げることを目的とする。ＤＮＡチップスは検出器の数を増やすことにより、分析時間
とサンプルの損失を節約している。しかし実際には、１種類のＤＮＡチップスで分析は完了せず、
同一サンプルを何度も使用せざるを得ない。そこでＤＮＡを極めて効率よくラテックス表面に固定
化することによって、分析－収集－洗浄－収集－の繰り返しを可能にする。本研究室では、疎水環
境にあるポリスチレンラテックスの表面をアミド化することによって、生体環境に近づけ、カルボキ
シル基をもつ分子を効率よく固定化できる技術を編み出した。本研究はその大きな展開研究である。 
グラフィカルな社会還元までのチャート 
関連している企業・大学・団体等 福井大学 
関連する特許 1件 なし 
関連する論文 1編 Redox reaction of hemin-immobilized polyallylamine-polystyrene latex 
suspensions, Y.Gao, J.Chen, J. Electroanal. Chem., submit. 
 
光学顕微鏡で観察できる
球状、直径 50nm から 10
μｍの単分散ラテックス
粒子を調製できた。 
DNA或いは酸化還元活性
をもつ官能基をラテッ
クスの表面に固定する
ことにより、それらの蛍
光分析と電気化学分析
及び可視化において、新
しい情報を得られる。 
エマルション合成法
均一被覆法 
ビーズ状の固相担体に
用 い て 、 固 相 上 で
binding assayを行う手
法 
安い・物理/化学性質安定な 
生物学の基礎材料 
コア-シェル構造であるナノ粒子
目的粒子のシェルにあ
たるアミノ酸の分布及
び粒子サイズの分布 ナノ桁である薄い膜の
調製 
コロイドサスペンショ
ンの電極反応測定およ
び蛍光分光学測定を行
う 
シーズ 
シーズ
 
溶媒によるポリスチレンコアの溶出
電気化学測定法 
機能性官能基の導入 
